
競　　技　　名 検　　　　　　　　　　　　討　　　　　　　　　　　　内　　　　　　　　　　　　容

バレーボール

一般男子　線審　点示・・・靴も履いていない（靴下、裸足）交代してもらったが不服そうだった。
　　　　　　　副審・・・ルールを理解していない。笛を口にくわえていない。
　　　　　　　記録ができていない。
　　　　　　　審判をできる人が市町村に責任をもって出してもらう様に依頼する。
　　　　　　　体育館使用説明を渡したが、守られていない。（体育館シューズのまま外に出た）
　　　　　　　岸和田市・・・１試合目の審判に当たっていたが棄権した。次の試合のチームに依頼すると試合が続くためできなかった。
              担当市がなかなか決まらず開催が遅れた。
　　　　　　　来年度　豊中市　豊島体育館　９月１日
一般女子　全般的にスムーズに進行した。
　　　　　　　堺市が審判の準備をしてなく、ユニフォームで審判をした。
　　　　　　　点示を両サイドに設置。（チーム１と泉佐野市１で担当した）
　　　　　　　来年度　池田市　五月山体育館　９月８日
一般女子２部　堺市がユニフォームで審判した。
　　　　　　　　　 試合数が多いため注意事項等抽選会でプリントを渡した。（バス、駐車場、弁当、練習会場等）
　　　　　　　　　 年齢欄⇒「選手年齢」に
　　　　　　　　　 試合終了してから次のチームを競技場に入れたのはよかった。
　　　　　　　　　 １８：４０頃終了（比較的早い時間に終了できた）
　　　　　　　　　 来年度　豊中市　千里体育館　８月25日
地区の担当者は必ず代表者会議に出席してほしい。

卓球

・今年度（７２回）から１６チーム（前年度優勝チーム）で実施。来年度も１６チームで実施。＜開催地が決める＞
・現在の種目より、増やしてはどうか。→種目が増えるとそれだけ人数を集めるのが難しい。
・プログラムを各市町村用に追加で欲しい。→出場チーム数＋２部用意する。
・夏の暑い時期なので、エアコンがきく体育館がよい。
・抽選会のくじを引く順番を考えてほしい。→７２回は北部（箕面）から引いたが、北部→南部　南部→北部等順番を考える。
・７３回　場　所　箕面市スカイアリーナ
　　　　　 日程　８月２５日（日）→８月の最終日曜日

柔道
７２回の実施日が盆にかかっていたので、参加が少なかった。７３回は８月末の日曜日で予定。
（確認）審判は、４人（各会場）とし、３審判とジュリー１名とする。要項の審判は、１名以上と変更する。
採点方法を記載する。（１位１０点・２位８点・３位５点・５位２点）

剣道
チーム編成
③「在勤での出場の場合」を前に入れる。
※審判員の資格は明記しないが、原則六段以上が望ましい。

軟式野球

施設について　南部公園の予定だったが、マウンド等の件で使用不可になったため急きょ二色の浜公園になった。
二色の浜は車の乗り入れができなかったので、運搬が大変だった。
要項一般の部７②　　選手のユニフォームは、同色のもの・・・について、同色よりも同一の言い回しの方が良いのではないか。
　　　一般２部６②
要項一般の部７③　　使用器具にハイコンバットを加える。
　　　一般２部６③
要項一般の部７⑧　　マスコットバットについて⇒府下の大会ではマスコットバットの使用制限がされていないので文言を削除すべきで
は。
　　　一般２部６⑧　　⇒削除する方向で進める。

ソフトボール

ピッチャーとホームベース間の距離間違い・・・要項の書き方など気を付けること。
試合球を持参しない所が多い・・・毎年おこるので必ず持参すること３１年度はナイガイを使用予定。
２面使うグラウンドの場合・・・フェンスを使うか、センターはヘルメットをかぶるということを３０年度は行った。３１年度は担当で決める。
練習場が少ない可能性がある。⇒駐車場の説明等に追記する。

ソフトテニス 出場枠について　市町村で再度、１６チームにするか検討。来年度からは現状難しい。平成３１年度は現行通り１５チームで実施する。

テニス

・今年度から出場枠を16チームとした。全体統一として前年度優勝市が参加。開催市と前年度優勝市が重複しているという事態が発生
している。
・自然災害等で日程消化できなかった場合の選考方法は、各地区ごとにそれぞれ選考。
・種目別担当者会議までに一度全地区で検討の会議を行ってほしい。

バドミントン

①大会要項について
　熊取町より７２回大会の報告、１３面で運営はスムーズに行われた。エアコンが使用したので３番のシャトルを使用。
②日程については、８月末の日曜日。６月中旬に全日本社会人大会と予選が重ならないように設定する必要あり。
③一般男女２部の年齢を４０代、５０代、６０代にする意見があったが難しい。
④出場枠１５→１６について検討したが、来年度は従来通り１５で行う。
⑤大会は１日で終わることが希望。会場は大きな体育館があるところに固定してほしい。
⑥シャトルは会場によって決定する。

バスケットボール

日程について　社会人１部リーグと重なっている。府のバスケ協会と調整してみる。
審判について　日程が重なっていることもあり、確保が難しい。奈良や京都など府外からも来てもらっている。
熱中症の問題があるのでクーラーのある施設を希望。
次回高槻市　古曽部体育館　駅から１０分　空調あり　駐車場１００台
表彰について　最後まで残るのは大変なのでその都度してほしい。あいさつをなくしてほしい。簡素化していく。
TO、スリーパーソンは決勝のみ開催市が担当

サッカー

登録人数を３０人から４０人以内とする。
ユニフォームに市町村名が明記されていることを徹底する。
当日の気温によってクーリングブレイク（３分間の休息）を検討する。
２日目の準決勝と決勝の時間をどの程度とるか。
ユニフォームの正副２着を用意することの徹底。
選手登録書はデータ化で対応する。

弓道 参加申込書の手書き文字の解読が困難な場合があった為、編集可能なソフト（Excel,Wardなど）を活用した電子化を検討してほしい。
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